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30．RIA法によるβ一thromboglobulin（β・TG）と

　　血小板第4因子（PF－4）に関する検討
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　血小板特異蛋白であり，血小板放出反応の際に

循環血中に放出される物質である血小板第4因子

（PF－4）とβ一thromboglobulin（β一TG）を虚血性疾

患，血液疾患患者についてRadioimmunoassayを

用いて測定したので報告する．

　Kitは，　PF－4はダイナボットラジオアイソト

ープ研究所，β一TGは科研化学のものを用いた．

　検査対象は脳梗塞5例，心筋梗塞5例，慢性骨

髄性白血病5例，真性多血症5例，血小板増多症
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2例，血小板減少性紫斑病2例，鉄欠乏性貧血4例，

その他5例の計33例であり，計45回の測定を行な

った．

　測定方法はPF－4，β一TG共にKitに添付せる使

用説明書に従い，duplicateで行なった．

　結果：脳梗塞ではPF－4，β一TG共に高値を示し

たものは1例のみであり，このことは脳梗塞直後

に来院する場合が少ないためと考えられた．心筋

梗塞では1例を除き，いずれも高値を示しており，

胸痛発来直後に来院することとの関係が考えられ

た．心筋梗塞については諸家の報告と一致した．

慢性骨髄性白血病では検査対象となった症例のほ

とんどが血小板の増加をみとめていたが，1例は

PF－4，20　ng／mlと低値を示した例があった．血小

板増多症では一定の傾向はみられなかったが，減

少症では両者共低値を示した．両者の相関係数は

0．74であった．

　今後，治療効果判定の指標として有効であるか

否かを検討してゆく予定である．
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